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六ッ美の洪水 
 

明治以前では、矢作川の堤防の高さは1.5mくらいしかなく、時々洪水の被害を受けた。雨が続

けばそのたびに、山へ避難し、水が引けばまた村に帰ることを繰り返していた。 

 1646（正保3）年の上青野切れでは、矢作川堤防が40～50m切れたといわれている。流れた家は

56軒、死者は14～15名ということである。 

1825年（文政8）年の上青野切れでは、矢作川堤防が約180mにわたり決壊した。同時に村高（桜

井）、浅井（西尾）でも決壊した。堤防が決壊した後に、面積約1町歩余りの池ができ、40年間そ

のままになっていたが、1866（慶応2）年から2年掛かりで埋め立てが行われた。 

 1850（嘉永3年）と1852（嘉永5）年の天白切れでは矢作川堤防が約200m決壊したといわれてい

る。1852（嘉永5）年の天白切れでは高落地内の堤防も決壊し、1か月以上水が引かなかったとい

われている。 

 このように、幾度にもわたり悲惨な歴史を繰り返したが、洪水からこの地域を守れるようにな

ってきたのは矢作新川を開いてからであった。「天白切れ」が多いのは、もともと矢作川の河道

に原因があったようである。 

 

 

 
 

 本項は以下の資料を引用している。 
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